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1. はじめに 
キノコは食用から毒のあるものまで、いろい

ろな種類のものが存在する。また、不思議な形

のものまで存在する。私はキノコのそのような

点に魅力を感じ、学校の裏山にはどのような種

類のものが生えているのかが気になって研究

を始めた。 
 

2. 目的 
 ２年半にわたって裏山に生えているキノコ

を採集して観察・種類を特定することで、季節

による生える種類の変化を明らかにし、共通点

や相違点を明らかにする。キノコの植生と気象

条件の関連についても研究を行い、３０年前の

調査結果との比較も行う。 
 
3. 方法 
調査対象は、平城山丘陵の南縁に位置する中

学校の敷地内にある裏山である。コナラやアカ

マツを中心とした二次林であり、竹林と接して

いる。針葉樹はアカマツがほとんどで、残りは

コナラなどの落葉広葉樹が多い。 

調査は、決められたルートを歩き、キノコを

見つけたらナンバーテープを置いて写真を撮

り、地図と調査シートに記載した（図１）。 

調査後には、標本用のキノコを持ち帰って、

正面・傘表・傘裏の写真を撮った。標本はフー

ドドライヤーで乾燥させた。キノコの同定は、

主に図鑑を使って行い、大阪市立自然史博物館

の佐久間学芸員に指導と判断を仰いだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 調査シート 

 
4. 結果 
2019 年 5 月 11 日～2021 年 7 月 21 日まで 28
回の調査を行い、29 科 53 属 95 種が見つかっ

た（表１）。キノコの月別種数は図５の通りで

ある。 
３年とも、７月から８月にかけて多くのキノ

コが見つかっており、年によっては秋にも多く

のキノコが見られる時期がある。タマチョレイ

タケ科のように 1 年中生えているキノコもあ

るが、ほとんどの種類は特定の時期にしか生え

ない。代表的なものでいえば、夏はイグチ科、

夏から秋にかけてはテングタケ科、秋はフウセ

ンタケ科、などである。しかし、複数年に渡っ

て確認されたキノコは、15 種類と非常に少な

かった。 
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図２ キノコの月別種数 

臨時休校期間 

科 属 名前 コウヤクタケ科 ケシワウロタケ属 ケシワウロコタケ イロガワリホコリタケ？

アカカゴタケ科 カゴタケ属 カゴタケ シメジ科 シメジ属 ホンシメジ？ フタトゲホコリタケ

アカキクラゲ科 ツノマタタケ属 ツノマタタケ カワウソタケ ホコリタケ

アセタケ科 アセタケ属 ？ アズマタケ
ホコリタケ（もしかしたら
フタトゲホコリタケ）

アミガサタケ科 アミガサタケ属 アミガサタケ キンイロアナタケ属 ベッコウタケ ヒラタケ科 ヒラタケ属 ヒラタケ

キアミアシイグチ属 キアミアシイグチ シュタケ属 ヒイロタケ ヒメノガステル科 ワカフサタケ属？ ？

キイロイグチ属 キイロイグチ アラゲカワラタケ ウスムラサキフウセンタケ

キクバナイグチ カワラタケ カワムラフウセンタケ

コガネキクバナイグチ クジラタケ サザナミニセフウセンタケ

キヒダタケ属 イロガワリキヒダタケ チャミダレアミタケ属 ミイロアミタケ フタイロフウセンタケ？

コショウイグチ属？ ？ コフキサルノコシカケ ？

アザニガイグチ（仮） マンネンタケ カラハツタケ属 モチゲチチタケ？

オオミノクリイロニガイ
グチ（池⽥仮称）

ツガサルノコシカケ属 ツガサルノコシカケ幼菌 チョウジチチタケ

ニガイグチの仲間（ブド
ウニガイグチ（仮））

ホウロクタケ属 ホウロクタケ幼菌 ツチカブリ

ブドウニガイグチ？ モリノカレバタケ？ ニオイワチチタケ

？ ？ ケショウハツ

ヌメリコウジタケ属 ヌメリコウジタケ アケボノドクツルタケ シュイロハツ？

ヤマイグチ属 ヤマイグチの仲間 イボコガネテングタケ ドクベニタケorその近縁種

ヤマドリタケ属 コゲチャイロガワリ イボテングタケ ニオイコベニタケ

キイボカサタケ ウスキテングタケ ヒビワレシロハツ

？ カバイロツルタケ ハナオチバタケ

ヒカゲウラベニタケ属？ ヒカゲウラベニタケ？ ガンタケ ハリガネオチバタケ

イボタケ科 イボタケ属 モミジタケの仲間 コガネテングタケ ハリガネオチバタケ？

ウラベニガサ科 ウラベニガサ属 ウラベニガサ コタマゴテングタケ モエギタケ科 センボンイチメガサ属 センボンイチメガサ

ウロコタケ科 キウロコタケ属 チャウロコタケ コテングタケモドキ

オキナタケ科 コガサタケ属 コガサタケの仲間（仮） シロオニタケ オツネンタケ属 ニッケイタケ

ガマノホタケ科 ヒダサカズキタケ属 ？ シロオニタケの仲間 シハイタケ属 ハカワラタケ

カンザシタケ科 アカギンコウヤクタケ属 サガリハリタケ スオウシロオニタケ チャツムタケ

キクラゲ科 キクラゲ属 アラゲキクラゲ テングタケ チャツムタケの仲間

キシメジ科 ナラタケ属 ナラタケモドキ テングタケの仲間 ミドリスギタケ

クヌギタケの仲間 ? ニクウチワタケ属 ニクウチワタケ

ヒメチシオタケ ナヨタケ属 イタチタケ？

ナヨタケ属？ コナヨタケ？

ノウタケ属 ？

ナヨタケ科

所属科未確定
チャツムタケ属

フウセンタケ科 フウセンタケ属

ベニタケ科

チチタケ属

ベニタケ属

ホウライタケ科 ホウライタケ属

ツガサルノコシカケ科

ツキヨタケ科 モリノカレバタケ属

テングタケ科 テングタケ属

ハラタケ科 ホコリタケ属

タバコウロコタケ科 カワウソタケ属

タマチョレイタケ科
シロアミタケ属

マンネンタケ属

クヌギタケ科 クヌギタケ属

イグチ科

キクバナイグチ属

ニガイグチ属

イッポンシメジ科
イッポンシメジ属



 

 

5. 考察 
１年を通して見られるタマチョレイタケ科

は、コナラの朽ち木（倒木）から多く見つか

っているため、近年進行するナラ枯れの影響

が推察される。また、調査の中で、2019年 10

月 4日は全くキノコが見つからなかったが、

2020年 10月 12日には多くのキノコが見つか

った時があった。裏山の植生は特に変わって

いないので、降水の影響を考えた。降水量

は、気象庁のアメダスのデータを引用し、調

査日の２週間前からのデータで比較した（図

３）（図４）。多くの種数が見つかった時

は、直前１週間の降水量が多かった。したが

って、直前１週間前の降水量がキノコの種数

に影響していると考える。 

 次に、30年前と今回の調査で、木から生え

るキノコと地面から生えるキノコの種類の割

合を調べた。すると、30年前の方が木から生

えるキノコの種類が多い結果となった（図

５）（図６）。この原因の仮説として、「近

年は木の種類が減ったため、木から生えるキ

ノコの種類が減った」や、「まとまった雨が

降るようになったため地面から生えるキノコ

が増えた。」があげられる。いずれも今後も

っと詳しく調べないとわからない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 種数０のとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 種数１１のとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ３０年前の調査結果の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 今回の調査結果の割合 

 

6. まとめ 
・今回の調査で、29 科 53 属 95 種が見つかっ

た。 

・降水量によって、同じ季節でも種数が大きく

変化する。 

・30 年前と共通して確認されたキノコは，20

種類であり、少なかった。 

・30年前の方が、木から生えるキノコの割合が

大きい。 
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